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                    　　　　　　　　　　　パート1

　　　　　　　　　　　「逮捕状請求書」デッチ上げ。

                  　逮捕容疑をデッチ上げた「逮捕状請求書」を検証ください。

　

　
　大蔵省「銀行局」の方針に従い、警視庁捜査二課は「逮捕状請求書」の被疑事実
を、はじめから『この世に存在しない』有印私文書偽造同行使詐欺、話と承知して
東京簡易裁判所から逮捕状を発布させた。
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　誰がどう考えても「逮捕状請求書」添付の「被疑者が罪を犯したことを疑うに足
りる相当な理由」は存在しない。そもそも、存在することが偽造の「証」です。

　　一、捜査報告書（偽造）
　　一、告訴状　　（偽造）
　　一、供述調書　（捏造）
　　一、捜査関係事項紹介回答書（偽造）
　
　平成 3 年 11 月 20 日付、捜査当局の逮捕状請求書に添付された「被疑事実の要
旨」を検証ください。　　　　　　　　　　　　

「被疑事実の要旨」

　

　　　
　この「被疑事実の要旨」は、はじめから『この世に存在しない』被疑事実話を
デッチ上げた「証拠物」です。（第２章参照ください。）
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　オリックスアルファは、秋葉原支店のダミー借受名義人（ウェイアウトスポー
ツ・マッシュ）との経済取引はできない。オリックスアルファは「約束手形債権」
（CP）金融商品一式を用いた他行預金担保融資取引「秋葉原支店⇔オリックスア
ルファ」を行い金利を得ただけの、民事取引を行ったのです。

　そこに犯罪は存在せず、当然のこと、「有印私文書偽造同行使詐欺」罪の犯罪構
成要件である「欺罔」「誤信」「騙取」は存在しない。

東京簡易裁判所、裁判官（司法官憲）高月 亮二
　　　　　　　　は平成３年11月20日付け「 逮捕状」を発布した。

これが、高月 亮二の職務犯罪行為を立証した逮捕状です。　
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　皆様に、まず「知って」もらいたいことは、私が刑事訴訟法に則し検察官の違法
拘留に対して、裁判所に「拘留取り消し請求」を提訴したことで、この「逮捕状請
求書」と「逮捕状」を手に入れ、こうして提示することができた手続きなのです。

　警察は、被疑者を逮捕してから48時間以内で、検察に送致しなければなりませ
ん。平成3年12月18日午前11時40分東京地方検察庁 検察事務官 本田一義が送致さ
れたのです。検察官が事件を起訴できるか取調べるため裁判所に10日間拘留請求し
ます。裁判所が許可します。延長時間、10日間の拘留請求が認められています。

　検察は逮捕から22日間で起訴します。本件も平成４年１月７日に起訴されてい
ます。
　　　　　　　　　　　　　「拘留取り消し請求」

　私は検察官の違法拘留に対して、裁判所に「拘留取り消し請求」を提訴したの
です。裁判所に対して、検察官が「逮捕状請求書」と「逮捕状」を提示して違法拘
留でないことを立証した結果「拘留取り消し請求」が棄却されたのです。

　裁判所が「拘留取り消し請求」を棄却した（疎明証拠）として「逮捕状請求書」
と「逮捕状」（コピー）を添付したことで入手することができたのです。

　本件は大蔵省「銀行局」の方針に従い、はじめから『この世に存在しない』詐欺
事件話を警視庁捜査二課が「逮捕状請求書」を、デッチ上げ裁判所から「逮捕状」
を不当に発布させたのです。

　※ 　我が国の憲法 33条には｛逮捕に対する保障｝があり「誰でも、現行
　　　犯として逮捕されるとき以外は、権限をもつ裁判官（司法官憲）が発
　　　し、しかも理由となっている犯罪事実を具体的に示している令状によ
　　　らなければ逮捕されない。

　　　　　　　　　こうして、憲法で国民は守られているのです。

　ところが、本件は大蔵省「銀行局」（政府）の指示で憲法を無視したのです。
　　はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件をデッチ上げたのです。
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驚愕（きょうがく）する事実！

　　　　　　　本件詐欺事件は「 犯罪の発生」が無い事実を告発します。

　本件詐欺事件は、はじめから『この世に存在しない』即ち「犯罪の発生」が、あり
ません！
　　　　　　　　第２章から第５章で立証しています。参照ください。
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　東海銀行の告訴を受理した、警視庁捜査二課（警察）が、大蔵省「銀行局」（政府）
の方針に従い、違法捜査を実行し銀行員個人が犯した『この世に存在しない』有印私
文書偽造同行使詐欺罪の「逮捕状請求書」を捏造して「犯罪の発生」をデッチ上げた
ことです。

　パートⅡでは、柳検察官が違法捜査を実行し、銀行員と私が犯した『この世に存在し
ない』詐欺有印私文書偽造同行使罪の起訴状を捏造して「犯罪の発生」をデッチ上げ
公判請求をしたことを立証します。

　　　　　　　　　日本国憲法31条から38条を直視ください！

　31条、 {適正手続きの保証 }  誰でも、法律の定める適正な手続きによらなけれ
　　　　ば、その生命や自由を奪われたり、またその他の刑罰を科せられたりし
　　　   ない。
　32条、{裁判を受ける権利}　誰でも、裁判所で裁判を受ける権利をその意に反し
　　　　て奪われない。
    33条、{逮捕に対する保証 }　誰でも、現行犯として逮捕される以外は、権限を
　　　　もつ裁判官（司法官憲）が発し、しかも理由となっている犯罪事実を具体
　　　　的に示している令状によらなければ逮捕されない。
　34条、 {身体の拘束に対する保証・拘束の理由を確かめる保証 }　誰でも、理由
　　　　を直ちに告げられ、しかも直ちに弁護人に依頼する権利を与えなければ、
　　　　身体を一時的にも継続的にも（抑留）継続的にも（拘禁）拘束されない。
　　　　また、誰でも、正当な理由なければ、身体を拘束されないし、要求があれ
　　　　ば、その理由は、直ちに本人と弁護人が出席している公開の法廷で示さな
　　　　ければならない。
　35条、 {令状に寄ることなく同意を得ずに住居や所持品を点検したり、さらに強
             制的に取り上げたりすることはできないことの保証 }
　36条、 {拷問と残虐な刑罰の禁止 }　公務員による拷問と残虐な刑罰は、絶対に
　　　　禁止する。
　37条、 {公平な裁判による速やかな公開の裁判を受ける権利、反対尋問などの質
             問をする権利、国費で証人を請求する権利、弁護人を依頼する権利 }
　　　　⓵すべての刑事事件において、被告人は、一方にかたよって公平でないと
　　　　いうことのない裁判所による速やかな公開の裁判を受ける権利をもつ。
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　　　　⓶刑事事件の被告人は、すべての証人などに対して、反対尋問その他の質
　　　　問をする機会を十分に与えられ、また、国の費用で自分のために強制的手
　　　　続きにより、証人などを呼ぶことを請求する権利をもつ。
　　　　⓷刑事事件の被告人は、つねに、資格をもつ弁護人を依頼することができ
　　　　る。被告人は貧困その他の理由により自分で弁護人を依頼することができ
　　　　ないときは、国でつける。
　38条、 {黙秘権の保証・証拠にできない自白 }⓵誰でも、自分に不利益なことを
　　　　供述するように、強いられない。⓶肉体的にももしくは精神的に、自由な
　　　　意思決定を妨げられてした自白は、証拠にすることができない。⓷誰でも
　　　　自分に不利益な証拠が本人の自白だけである場合には有罪とされない。　

　　　　　　　憲法を無視した、無法国家の「証」を検証してください。

               　   　憲法を無視した「逮捕状請求書」を検証ください。
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　大蔵省「銀行局」の方針に従い、警視庁捜査二課は「逮捕状請求書」の被疑事実
を、はじめから『この世に存在しない』有印私文書偽造同行使詐欺、話と承知して
東京簡易裁判所から逮捕状を発布させた。

　　　　　　　　『警視庁捜査二課』（P95)〜（P96)を検証ください。　　

　　

　　　　　　　『警察の闇』警視庁捜査二課がデッチ上げ『闇』。
　
　P95『「そして着手から二カ月後、ついに逮捕状を取るろまで漕ぎ着けました。
ノンバンクから被害届は取れなかったものの、思考錯誤の末、ノンバンクに対する
詐欺ということで逮捕状を請求することにしたのです。」』

　これで警視庁捜査員が平成３年９月30日、（着手から二ヶ月後、）富士銀行赤
坂支店事件同様に東海銀行秋葉原支店事件を『思考錯誤の末、ノンバンクに対する
詐欺ということで逮捕状を請求する』デッチ上げた「職務犯罪行為」を暴露したの
です。
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　告訴状は各銀行からであり、当然被害者は銀行です。『ノンバンクから被害届は
取れなかったものの、思考錯誤の末、ノンバンクに対する詐欺ということで逮捕状
を請求することにしたのです。』捜査当局は 2ヶ月間、誰が被害者かも分からず、
知らず、事件捜査したことを暴露した暴露本です。

　大蔵省「銀行局」の方針に従い、警視庁捜査二課が銀行内の預金担保融資取引で
加害者銀行員が「協力預金」名下の融資取引を行い被害者「ノンバンク」から巨額
な融資金を騙し取った、有印私文書偽造同行使詐欺罪を思考錯誤の末、机上でデッ
チ上げた「職務犯罪行為」を暴露したのです。

　記載されてる『逮捕状を請求する際に裁判所に提出する疎明資料は、かつてない
膨大なものでした。参考人の供述調書や捜査報告書、そして関係する銀行の帳票類
など、段ボール箱で優に二０箱になる資料を裁判所に持ちこんだのです。』そして
（着手から二ヶ月後）平成３年９月30日銀行員個人の逮捕状が発布されたのです。
　
　　　重要な事実です。私の逮捕状は前述したように平成３年11月20日です。
　　　銀行員と同じ平成３年９月30日ではないのです。前述したように金融
　　　機関内で全て処理する『有印私文書偽造同行詐欺』話『銀行の闇』に私
　　　は登場する場所がないのです。

  『関係する銀行の帳票類など、段ボール箱で優に二０箱になる資料』があるとす
れ「秋葉原支店⇔オリックスアルファ」の民事取引を立証しています。

　　　　　　平成３年11月20日付け「逮捕状請求書」はデッチ上げです。

　当然のこと東京簡易裁判所の裁判官（司法官憲）高月 亮二は逮捕状を発布する
ことは憲法違反であり発布できません。

　　　　　　　　　裁判官（司法官憲）高月 亮二の職責放棄！

　※ 我が国の憲法 33条には｛逮捕に対する保障｝があり「誰でも、現行犯とし
て逮捕されるとき以外は、権限をもつ裁判官（司法官憲）が発し、しかも理由と
なっている犯罪事実を具体的に示している令状によらなければ逮捕されない。
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これが、高月 亮二の職務犯罪行為を立証した逮捕状です。　

　　　　 　　　　

　本件は大蔵省「銀行局」の方針に従い、はじめから『この世に存在しない』詐欺
事件話を警視庁捜査二課が「逮捕状請求書」を、デッチ上げ裁判所から「逮捕状」
を不当に発布させたのです。 

　　　　　　　　『真実』を暴露した『警視庁捜査二課』！

　　　　実は、警視庁捜査二課が「逮捕状請求書」をデッチ上げたことを
　　　　立証できたのは「逮捕状請求書」をデッチ上げた張本人が『警視
　　　　庁捜査二課』という違法捜査暴露本を出版したことなのです。

　1991年（平成３年）12月17日逮捕され2008年（平成20年）10月２日、刑務所
を出所した後、私を『真相』に導くように、当時（平成３年）の警視庁特別捜査本
部捜査員が『警視庁捜査二課』(講談社刊著書萩生田勝)なる著書を出版した。
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　元警視庁警視、萩生田勝氏（平成３年警視庁特別捜査本部、東海銀行秋葉原支店
事件捜査班、主任捜査員）が、当時（平成３年）の秋葉原支店事件を捜査した捜査
状況を講談社が出版した『警視庁捜査二課』ノンフィクション本第三章バブル経済
事件（東海銀行秋葉原支店不正融資事件）として、記載された内容が『リアル・ス
トーリー』暴露本（自白）となったのです。

　　　　
　
　　　   警視庁に対して「誇りと無念を胸に秘めて」これこそ、萩生田勝
　　　　氏が誇りを捨て『警察の闇』闇の執行人となり国策捜査を指揮し
　　　　本件「詐欺事件」話を台本どおりデッチ上げた、張本人の暴露本
　　　（自白）だったのです。

　平成20年10月2日 、私が「懲役11年」の謂れなき刑を満期で刑務所から社会復
帰したわずか３ケ月後、平成20年12月18日です。
　　　　　　　
　　　　はじめから『この世に存在しない犯罪』話を「逮捕状請求書」で
　　　　デッチ上げた張本人が『警視庁捜査二課』を出版したことで、今
　　　　まで、解明できなかった下記①から③を解明することができたの
　　　　です。

記

　①、平成３年９月18日、膨大な帳票類を用いて検察官立証証拠（甲129号証）を
　　　萩生田 勝・川畑一廣・青木映が作成したものです。

　②、平成３年12月26日、任意提出書を後にご検証をお願い致します。
　
　③、平成４年１月 16日、東海銀行とノンバンクは「債権譲渡契約書」を締結。
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　　　　　　　　債権譲渡契約書が証明した本件詐欺事件の不存在！
　
　本件詐欺事件にかかわる詐欺の公訴事実は、「銀行員が有効な質権設定承諾手続
をとるつもりがないのにこれがなされて貸付金の回収が確実になされるものとノン
バンクを欺こうとし、その旨誤信させて融資金を騙取した」というのである。

　しかし、東海銀行が「約束手形債権」（CP）金融商品一式、を有効であるとし
て、事務処理を行ったのであるから、オリックスアルファは「約束手形債権」（C
P）金融商品一式を用いた秋葉原支店への融資金の回収は確実になされたのです。

柳検察官の主張する犯罪構造、協力預金名下の預金担保融資も犯罪取引構造「オ
リックスアルファ⇔ウェイアウトスポーツ」の取引は存在しないのである。

　　　　　このように断言することができたのは、平成20年12月18日、
　　　　　萩生田氏が『警視庁捜査二課』を出版してくれたからです。
　　　　
　　　　　これまでは、色々な証拠で『国家犯罪』を解説していました。
　　　　　ところが『警視庁捜査二課』を解析する作業で色々な証拠が
　　　　　 繋がりました。2008 年（平成 20 年）から 13 年かかりました。

　東京拘置所・刑務所で追及した、柳検察官はノンバンクから騙し取った融資金を
「使った」から「犯罪だ！」そう決めつけて本件詐欺事件をデッチ上げたのです。

　オリックスアルファ が平成３年 6月 13 日融資に用いた「原資金」と取引関係書
類を平成３年 12 月 26日から平成 4 年 1 月７日までは捜査当局が所持して返還し
た。

　平成 4 年 1 月 16日　東海銀行とオリックスアルファが「債権譲渡契約書」を締
結した時まで所持している。そうであれば『警視庁捜査二課』（P95)〜（P96)は
大嘘、デッチ上げ、取引書類がない！オリックスアルファは被害者になれない！
どうしても萩生田氏を民事法廷に引きずり出して、法廷で尋問すれば、証言が記録
に残ると考えたのです。
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　　　　　私は、刑事弁護をしてくださった弁護人と連絡を取りました。

　萩生田勝氏と講談社に対して｢名誉毀損の損害賠償請求｣を行いたいと相談しまし
た。弁護人は「負ける」と言いました。私は「負けていいです」この裁判の目的は
法廷で萩生田勝氏に①〜③を確認することだったのです。

　　　　　　　　　弁護人は、私の目的を理解してくれました。

　弁護人と『警視庁捜査二課』記載内容を検討、協議し、平成 21 年８月 28 日萩
生田勝氏と講談社宛に「記載事実」の誤りで「身が危険」にさらされている「名誉
毀損」とした、抗議文を内容証明で出しました。
　
　萩生田勝氏と講談社の回答書が納得出来ず「事実確認」が必要と考えて、平成
22年２月25日、東京地裁民事部に萩生田勝氏及び講談社を相手として｢名誉毀損の
損害賠償請求｣を提訴 したのです。
　
　　　　　　　　　　記載内容を抜粋して提示する。

13



210709-1

14



210709-1

　　　　　　　　　　　　　　　　（P107）
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法廷証言

　　平成24年６月11日　東京地方裁判所で、お互いに90分の証人尋問で当時
　　　　　　　　　　の「事実確認」を証言した。
　
　萩生田勝氏は、本件事件捜査の中心となって捜査指揮し事件認定した捜査員であ
り当時の捜査状況など記載事実を証言した。
　　　　　　（この法廷調書は全て希望する方に『室岡塾』で公開する。）
  
　平成24年６月11日東京地方裁判所で行われた公判、萩生田証人が私の弁護人が
行った反対尋問に対する証言で違法逮捕状請求を明らかにしたのです。

　　　　　　　　　　　憲法違反を以下立証します。
　
　ここで、裁判所による公判速記録（第２回口頭弁論）の一部を記載します。

         
 

　

18



210709-1

　注目していただきたいのが「段ボール箱で優に２０箱になる資料を裁判所に持ち
込んだのす。」これなのです。

　　弁護人　　　　『その次「段ボール箱で優に二０箱になる資料を裁判所　
　　　　　　　　　に持ち込んだのです。」と書いてありますね。これは先
　　　　　　　　　ほど言ったように原本を持って行ったんですか。』

　　　萩生田氏　　『原本です。』

　　弁護人　　　　『証拠物原本を持っていったということですか。』

　　　萩生田氏　　『そうです。』

　この萩生田氏の証言の前にも『「だって裁判で原本がなかったら通用しないじゃ
ないですか」』と証言しております。つまり、『「裁判で原本がなかったら通用し
ない」』とも『「段ボール箱で優に二０箱になる資料を裁判所に持ち込んだので
す。」』そして堂々と『原本です。』と証言しましたが完全な偽証です。

　オリックスアルファは「約束手形債権」（CP）金融商品一式を所持しています。
平成3年11月20日 、逮捕状請求書の手続きを行った、取引関係書類（B）「通知
預金通知通帳」と（D）「質権設定承諾書」は、捜査当局が、「約束手形債権」
（CP）金融商品一式からコピー偽造した「職務犯罪行為」の「証」です。

　　　　　　　　萩生田氏の証言は偽証罪です。

（弁護人）「原告のほうでは、事件の背後に金融ブローカーがいたんだ
　　　　　というような表現の仕方が気に入らないようなんですけれど、
　　　　　その辺りについてはどのようにお考えになります」

（萩生田氏）「この事件は、ものすごい金額の事件で、毎週、室岡さん
　　　　　　　一行はバンコクへ行って豪遊したり、それから金を使う
　　　　　　　先をしらべた結果、何と言っても室岡氏が一番というこ　　　
　　　　　　　とで、事件というよりは、やっぱり金がどこにいくかと
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　　　　　　　いうことが問題であって、だから事件の背後に、という
　　　　　　　ことになっていると思います。」

（弁護人）「1450億といいましたかね、巨額の、億単位を超える詐欺事
　　　　　  件である、その金がどこに行ってどう使われたのかというこ
                 とを重視するべきだと。」

（萩生田氏）「そうです。それと日常の行動ですね、態度。」

　簡単に説明すれば、「詐欺事件」の事実認定は、これだけ巨額預金が銀行外に流
出した。「使った」事実こそ犯罪と証言したのである。

　本当にビックリしました。天下の講談社の弁護人と元警視庁警視の方が堂々と詐
欺の罪状認定を「それから金を使う先をしらべた結果、何と言っても室岡氏が一番
ということで、事件というよりは、やっぱり金がどこにいくかということが問題で
あって」と宣誓した上で証言した。

　　　　この裁判で世の中が本件事件をどう見ているのかはっきりしました。

　皆様この元警視庁警視の証言「それから金を使う先をしらべた結果〜やっぱり金
がどこにいくかということが問題であって」これ間違っていますよね　　

　　　　　　　　　　　　　　　間違っています！

　捜査の基本は、「何の金を使ったのか」使われた1450億が何の金なのか、何を
原資金にした1450億なのか厳格な証拠で特定するのが捜査の基本です。

　本件詐欺事件を大蔵省「銀行局」がデッチ上げ目的は、銀行が私設造幣局になり
銀行ぐるみ銀行のダミー預金者名義で何千億も作り上げバブル景気に湧く各市場
で運用した挙句に銀行のダミー預金者名義で発生させた巨額な「数字」の損失金
を隠蔽することだったのです。

　　　　皆様が余りにも司法機関（警察・検察）を信頼し切っています。
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　つまり「有罪」の内容など無関心なことが、マネーゲーム「国政と金」利権政治
この暴挙を見逃す理由と気が付きました。
　
　政府の方針、内閣の指示であれば大蔵省「銀行局」は、自ら犯した国際金融政策
の大失態を隠蔽する、隠蔽しなければ国が滅びます。『銀行の利益を護る』ことが
『国益に値する』という大義名分があれば、国法だろうと人権だろうと何でも無視
します。

　ここではっきり断言できることは「何の金を使ったのか」この「原資金」を警視
庁捜査二課・柳検察官・裁判官が知ったからこそ『国家犯罪』を国民に隠蔽したの
である。

　私は「裁判所に提出した疎明資料」が「原本」か、全てコピー偽造された「疎明
資料」なのか法廷で萩生田勝氏、本人に確認しました。公判調書には萩生田勝氏が
取引関係書類を「原本」と証言した記録が残っています。

　　　　　　この証言で警視庁捜査二課の「コピー偽造」が立証された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（P107）

21



210709-1

　平成３年12月20日、驚かされたことは、銀行員が全く経験したことのない『この世
に存在しない』本件詐欺事件話を「上申」するのですから恐ろしい「凶器」です。

　私は「凶器」と表現します。この「上申書」こそ、萩生田勝氏（本人）が、大蔵省
「銀行局」の方針に従い 、はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件話を自ら
デッチ上げた『背景』を暴露したのです。

　大蔵省「銀行局」の方針に従い、警視庁捜査二課が『国家犯罪』と断罪する『国家
の闇』を隠蔽するため、多くの一般市民を「罪なき犯罪者」に仕立て上げ、その人た
ちの「人生を奪った」凶器だからです。

　銀行員と、萩生田勝氏 の司法取引で「上申書」をデッチ上げたことが、この著書
自体で図らずも暴露されたのです。そもそも「上申書」は法的な効果は何もありま
せんから裁判にも提示されません。

　本件詐欺事件は銀行員が「汚れ役」を押し付けられて、悪いことなどしていない
ことを「上申書」で訴えるのなら分かりますが、はじめから『この世に存在しな
い』大嘘を「上申」させることが異常なのです。

　萩生田勝氏が警視庁に対して「誇りと無念を胸に秘めて」これこそ誇りを捨て大
蔵省「銀行局」の方針に従い、はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件話
の台本「上申書」（凶器）を作成してデッチ上げた、張本人の暴露本（自白）だっ
たのです。　

　ネットでバブル経済事件（東海銀行秋葉原支店・富士銀行赤坂支店不正融資事件
総額１兆円）を調べても何処にも出てきません。『報道機関の闇』マスコミは本件
を警視庁「桜タブー」案件として、29年間も国際金融経済社会と国民を騙したの
です。

　今でも、内閣はコロナ感染症の『真実』を『国民』に隠蔽するため情報操作を続
け『生命』を翫び、マネーゲーム「国政と金」オリンピック利権政治に明け暮れて
います。内閣が法を自由自在に操る「無法国家」亡国に突き進んでいます。
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　　　　　平成2５年１月23日、判決、勝訴しました。　　
　　　　　平成2５年１月31日、萩生田勝氏及び講談社が控訴した。
　　　　　平成2５年４月22日、東京高等裁判所で控訴審が開廷され結審。

　東京高等裁判所は、これ以上室岡氏の刑事事件証拠集めに協力はしない、
控訴審の審理はせず、平成2５年５月29日、判決「控訴棄却」が宣告された。
　
　平成 25年５月 29日、午後１時 10 分です。東京高等裁判所 822号法廷で裁判
長の判決言い渡し「主文、控訴棄却」の宣告を受け、｢名誉毀損損害賠償請求｣に勝
訴した。

　平成 25年６月 15日、萩生田勝氏及び講談社が上訴せず勝訴確定、萩生田
勝氏及び講談社から損害賠償金の支払いも受けました。

不当逮捕！

　平成３年12月17日、午前２時03分、南シナ海上空の日本航空機内で、全く身に
覚えのないノンバンクから100億円を騙し取った有印私文書偽造同行使詐欺罪の被
疑者として私は、逮捕されました。
　　　　　　　
　南国のタイから真冬の日本それも警察の留置場です。会社の顧問弁護人が来るま
で寒さに震えていました。
　　　
　　　　　　接見禁止という法律で弁護人以外誰とも会うことも話
　　　　　　すことも差し入れも何も出来ないのですから驚きです。

　私の逮捕容疑は全く身に覚えがない、東海銀行秋葉原支店を舞台に、銀行員と私
が共謀して、オリックスアルファから100億円を騙し取った「有印私文書偽造同行
使詐欺」罪で逮捕されたのです。本件の「有印私文書偽造」罪は「質権設定承諾
書」の偽造です。
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　銀行員は警視庁に留置され、私は警視庁万世橋署留置場に留置され、取調べは警
視庁で行いました。全く身に覚えがない「詐欺事件」の取調べに対して何が起きた
のか、何を話すのか、話が出来ないくらい面喰らう状況でした。

　捜査員も「任せてくれ」「悪いようにしない」とか言いますが、任せようにも逮
捕容疑が全く身に覚えのない「協力預金」話ですから任せられません。ですから完
全黙秘しました。

　私は、不法逮捕を訴えました。検察官の違法拘留に対して、裁判所に「拘留取り
消し請求」を提訴したのです。
　　　　　　　
　　「逮捕状」を発布した裁判官（司法官憲）高月 亮二貴殿に公開質問する。

　❶貴殿は『被疑事実を立証した段ボール箱で優に20箱になる証拠（原本）を確
　　　　　　認したのか？100億円の「協力預金」があるのか？間違いないか？

　　　　　　我が国の憲法33条には｛逮捕に対する保障｝があります。

貴殿は、憲法33条に違反した。

証拠は、

　貴殿は、大蔵省「銀行局」の方針に従い『国家犯罪』と断罪する『国家の闇』を
隠蔽するため、はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件話と承知して、全
てコピー偽造された立証証拠で、逮捕状を発布した「職務犯罪行為」と断罪する。

　世界中に、はじめから『この世に存在しない』被疑事実を段ボール箱で優に20箱
になる証拠をコピー偽造してデッチ上げた「逮捕状」で、逮捕された「人間」とし
て、告発する。

　貴殿が「職務犯罪行為」と承知して「逮捕状」を発布したことが、大蔵省「銀行
局」が東海銀行（現 三菱UFJ銀行）と図った、総額660億4243万円の国際保険金
詐欺の端緒という事実です。（第４章を参照ください。）
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　貴殿が法に則して「逮捕状請求書」を判示していれば、絶対に「逮捕状」を発布
することはできない。大蔵省「銀行局」の方針という大義名分があろうと、貴殿が
発布した「逮捕状」で、どれだけの人間を闇に引きずり込み「29年の時と財産」
を奪い取ったことを自覚すべきです。

　平成４年１月７日起訴され同日、再逮捕され平成４年１月28日、同様にノンバンク
から「30億円を騙し取った」話をデッチ上げられて追起訴（二）された。

　我が国「法治国家」であれば、平成４年1月16日、東海銀行とオリックスアルファ
が締結した「債権譲渡契約書」に則して、民事不介入の大原則がありますから、私は
釈放されています。平成４年１月28日、『室岡だけがねらいだから！』『ただ、室岡
を何としても有罪にもっていきたいんだ！』ねらいどおり追起訴したのです。

　私を、釈放すれば「無法国家」を立証した、政府も警視庁も検察庁も裁判所も崩壊
します。警視庁も検察庁も裁判所も闇の執行人となり『室岡だけがねらいだから！』
『ただ、室岡を何としても有罪にもっていきたいんだ！』これしかないのです。

　悲しいことです。マネーゲーム「国政と金」利権政治に取り憑かれた政府は、国民
を護ることが「国益に値する」など忘れさり恥も外聞もなく利益追求だけです。

証拠は、

　平成４年２月５日、何を血迷ったのか東海銀行副頭取瑞岩 戍氏が、東京地方裁判所
民事九部に私の住友銀行住友ツインビル支店に有った預金12億8300万円の「債権仮差
押命令申立書」を提訴したのです。何故？何の理由で？何の根拠で？信じられない提
訴です。

　真剣に柳検察官の起訴『この世に存在しない100億円もの協力預金』話を本気で潰
さないと「犯罪者」に仕立て上げられ「財産」を奪い取られる恐怖と不安で顧問弁護
士に費用は関係ない刑事と民事のスペシャリストを集めるよう怒鳴りまくり指示しま
した。
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　やっと人権派として著名な小松先生と永山先生を中心にした５人の弁護士が 真剣に
私の話を聞いてくれ弁護を引き受けてくださいました。

　弁護人は、平成３年7月29日、東海銀行が銀行員個人を告訴し平成３年９月30日逮
捕状が発布された後、平成３年11月20日、私の逮捕状が発布され平成３年12月17日、
逮捕・起訴されている状況を真剣に聞いてくれ自分達で裏取り調査をしました。
　　
　 全く違うマスコミ情報を現地調査するため弁護人４人が、タイ王国に行きました。
私と銀行員の行動と生活状況を現地スタッフ、運転手、ボデイガードなどから聞き取
り調査をしたのです。

　弁護団会議で平成３年７月29日、東海銀行副頭取瑞岩 戍氏が記者会見で公表した告
訴と検察官立証証拠（甲１号証）東海銀行の「告訴状」と平成４年２月５日東海銀行
副頭取瑞岩 戍氏が提訴した、預金12億8300万円の「債権仮差押命令申立書」を見て
「告訴状」と全く違う東海銀行の疎明書類に全員がビックリします。

　裁判所で、公判検事検察官と公判準備をし検察官立証証拠に対して同意・不同意の
打ち合わせで主任弁護人・副主任弁護人は、とんでもない検察官立証証拠を見たので
す。我が国の憲政史上はじまって以来の、はじめから『この世に存在しない』本件詐
欺事件話の審理を法廷で行う異常な裁判を、主任弁護人・副主任弁護人は、知ったの
です
　　　　　　　　　29年の時をかけて『真実』を明らかにした。

　平成４年２月５日東海銀行副頭取瑞岩 戍氏が、東京地方裁判所民事九部に私の住友
銀行住友ツインビル支店に有った預金12億8300万円の「債権仮差押命令申立書」を
提訴したことが、『真実』を明らかにしたのです。

　それは「債権譲渡契約書」の存在なのです。

　オリックスアルファは「約束手形債権」（CP）金融商品一式を用いた他行預金担保
融資取引「秋葉原支店⇔オリックスアルファ」を行い金利を得ただけの、民事取引を
「債権譲渡契約書」が立証したことなのです。そうでしょう「債権譲渡契約書」がな
ければ絶対に『真実』は『闇』から『闇』に葬られていました。
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重要な立証となります。

　　　　　　　　まさに『天網恢恢疎にして漏らさず』です。

　平成４年２月 ５日、東海銀行が東京地方裁判所民事９部に私が取引している住
友銀行住友ツインビル支店にある預金12億8300万円を「債権仮差押命令申立書」
の提訴をした。

　この東海銀行の提訴が「粉飾決算」と「国際保険金詐欺」を暴露することになっ
たのが『債権譲渡契約書』の存在です。平成５年６月21日東海銀行が立証証拠と
して『債権譲渡契約書』を提示しなければ『真実』は、闇から闇に葬られていた。

　　平成４年２月 ５日、 東海銀行副頭取 瑞岩 戍が私が取引している住友銀行の
　　　　　　　　　　　  預金12億8300万円を「国際保険金詐欺」を企て東京地
　　　　　　　　　　　  方裁判所民事９部に「債権仮差押命令申立書」を偽造し
　　　　　　　　　　　　不当な提訴をした。

　　平成５年３月31日、東海銀行副頭取 瑞岩 戍が 東京地方裁判所民事部に287億
　　　　　　　　　　　 円の損害賠償請求などという保険金で損失補償を企て不
　　　　　　　　　　　 当な提訴をした。

   　平成５年６月21日、東海銀行が民事訴訟の法廷に原告の立証証拠として「証 
                                  拠説明書」を提出した。この中に「債権譲渡契約書」が
　　　　　　　　　　　 存在していたのです。

　つまり、平成５年３月3日大蔵省「銀行局」の方針に従い、柳検察官が平成３年
６月28日、追起訴（三）総合ファイナンスサービスから協力預金の借受名義人株
式会社出島運送が150億円を騙し取った「詐欺、有印私文書偽造同行使」話第二
幕、をデッチ上げ起訴した。

　東海銀行が打ち合わせどおり、平成５年３月31日、東海銀行副頭取 瑞岩 戍が
東京地方裁判所民事部に287億円などという損害賠償請求金額をデッチ上げたので
す。もうマネーゲーム「国政と金」利権政治の好き放題です。
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検証してください！

　平成 4 年 2 月 5日、東海銀行が裁判所に提訴した「債権仮差押命令申立書」。　
　

　

　債権者が東海銀行です。債務者は、室岡克典です。第三債務者は住友銀行住友
ツィンビル支店です。　　　　　　　　         
　　　　　　　　　　　　     申 立 の 理 由

　一、被保全権利

　一、申立外森本亨は、この『申立外森本亨』とは本訴訟に関係ないことです。
　　　債務者は右森本共謀して、次のような所爲によって債権者に対して金 100
　　　億円相当の損害を与えたものである。全く違う大嘘です。第５回『室岡塾』
　　　を観てください。大嘘を証拠で暴いています。
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　　平成５年３月31日、東海銀行副頭取 瑞岩 戍が 東京地方裁判所民事部に287億
　　　　　　　　　　　 円の損害賠償請求を提訴した。
  　平成５年６月21日、東海銀行が民事訴訟の法廷に原告の立証証拠として「証 
                                  拠説明書」を提出した。

　　　　　　　　東海銀行提出の「証拠説明書」をご検証ください。　　　　　　
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　東海銀行は「訴外オリックス・アルファ株式会社から融資名目で右同額宛の金員
を騙取した際にオリックス・アルファが徴求した書類であって、原告がその被用者
である銀行員の使用者としてオリックス・アルファの被った損害を賠償すべく、債
権譲受けの形式のもとにオリックス・アルファに金員を支払った際、原告がオリッ
クス・アルファから一括して交付を受けた書類一式である。」と主張しました。

　　　　　　　重要な東海銀行の主張です。検証してください。

「訴外オリックス・アルファ株式会社から融資名目で右同額宛の金員を騙取した際
にオリックス・アルファが徴求した書類であって」はっきり取引関係書類を「徴求
した書類」と認めています。

　オリックス・アルファが「徴求した書類」を「証拠目録」(甲18号証〜甲19号
証）取引関係書類一式（原本）で、犯罪取引構造「秋葉原支店⇔オリックス・アル
ファ」犯罪構造「預金担保融資」取引を立証したのです。

　そして「原告がその被用者である銀行員の使用者としてオリックス・アルファの
被った損害を賠償すべく、債権譲受けの形式のもとにオリックス・アルファに金員
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を支払った際、原告がオリックス・アルファから一括して交付を受けた書類一式で
ある。」と主張したのです。

裁判所に証拠採用された「証拠目録」を検証ください。

　
　
　東海銀行は、国際決済銀行(BIS）を欺いた秋葉原支店極秘「特別プロジェクト」
内で「銀行ぐるみ」銀行のダミー預金者名義を用いた「BIS規制8％」クリア操作
を隠蔽するため「銀行員個人」が偽造した取引関係書類、甲18ー５号証〜甲18ー
９証及び甲18ー10「債権譲渡契約書」で立証したのです。

　※ これが「約束手形債権」（CP）金融商品一式です！

　　　　　（１）18の５号証約束手形とその裏書です。ご検証ください　　　　
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　誰が見ても判るように平成４年１月16日、甲18ー10号証「債権譲渡契約書」で
「約束手形債権」(CP)金融商品一式 を「有効」として貸付手形を裏書譲渡方式で
東海銀行とオリックスアルファが、民事、商事に則して処理をした証です。

　その証拠「銀行預金担保差入証」と「質権設定承諾依頼書」をご検証ください
　

　

　銀行員個人が「（２）18の６号証、銀行預金担保差入証」を偽造した立証証拠
です。コピー偽造した「証」です。そもそも「預入番号―00001」不存在では論外
なのです。通知預金口座129296だけ「担保差入」しても無意味の「証」です。

35

手形裏書平成４年１月１６日を検証くださ
い。債権譲渡契約日です。手形法に則し
た権利行使である。 

オリックスアルファ（株）を裏書人として無
担保で被裏書人東海銀行のほうに裏書譲
渡した証左。
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　「指名債権」(４）18の８通知預金通帳です。　

     　

通知預金通帳と一体になる(５）18 の９号証預金払戻解約書です　　

　　　　　　　　　　　

　

　東海銀行とオリックスアルファは民間企業として甲18ー10号証「債権譲渡契約
書」による秋葉原支店内で「BIS規制８％」クリア操作に用いたリスク・ウェイト
20%の預金担保債権として「約束手形債権」(CP)と「指名債権」質権を預入番号
−00001「有効」として処理をしたのです。

　甲 18 ー 10号証「債権譲渡契約書」が「BIS規制８％」クリア操作用他行預金
担保融資取引「秋葉原支店⇔オリックスアルファ」を立証した。証拠が、平成４年
１月 16日付け、譲渡人オリックスアルファ、譲受人㈱東海銀行で行った「債権譲
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渡契約書」です。（第３部『室岡塾』で証拠書面、用語解説を提示しています。）

　大変なことが起きたのです。

　我が国が「法治国家」であれば、平成４年１月７日付け公訴提起は取り下げです
はじめから『この世に存在しない』犯罪が立証されたのですから私は釈放です。
誰でも分かるよう「事実」です。

　　柳検察官貴殿は平成４年１月17日『室岡だけがねらいだから！』『室岡を何
としても有罪にもっていきたいんだ！』闇の執行人となり平成４年１月28日追起
訴（二）平成５年３月３日追起訴（三）公訴提起は断じて許されない、公訴権濫用
と告発する。　　　　　
            　　　皆様にデッチ上げの「現実」をご検証して戴きます。　
 　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　注目してください。

　　平成４年１月16日、東海銀行とノンバンクは「債権譲渡契約書」を締結した。

　　　　　債権譲渡契約書が証明した本件詐欺事件のデッチ上げ！
　
　本件詐欺事件にかかわる詐欺の公訴事実は、「銀行員が有効な質権設定承諾手続
をとるつもりがないのにこれがなされて貸付金の回収が確実になされるものとノン
バンクを欺こうとし、その旨誤信させて融資金を騙取した」というのである。

　柳検察官が、 この世に存在しない「犯罪」と「被害金」
　を起訴状で、デッチ上げた「職務犯罪行為」を立証する。

　オリックスアルファは「約束手形債権」（CP）金融商品一式を用いた、他行預
金担保融資取引「秋葉原支店⇔オリックスアルファ」システム化された「BIS規制
８％」クリア操作を行い金利を稼いだ。

　東証二部上場、大手金銭貸付業者 オリックスアルファは、オリックスの 100％
子会社であり、東海銀行秋葉原支店を相手に 100億円の約束手形割引、民事取引
をしただけで、そこに「犯罪」は存在しない。
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　柳検察官は、民事不介入の大原則を無視して、はじめから『この世に存在しな
い』第二幕、銀行員が私とウェイアウトスポーツ 社長吉川一と共謀した「詐欺有
印私文書偽造同行使」罪をデッチ上げ公訴提起した。

　柳検察官の主張する犯罪構造「協力預金」名下の預金担保融資も犯罪取引構造
「オリックスアルファ⇔ウェイアウトスポーツ」の取引が存在しない。

　平成５年６月 21 日、東海銀行が民事訴訟の法廷に原告の立証証拠として「証拠
説明書」を提出した、甲 18 ー 10号証「債権譲渡契約書」で立証した。

その証拠、甲18ー10号証「債権譲渡契約書」です。

　

契約内容
　
　第２条『甲は、 第１条の債権証書その他の一切の書類を乙に交付した』このオ
リックスアルファ株式会社が東海銀行に交付した『債権証書その他の一切の書類』
を、東海銀行が、預金担保債権「約束手形債権」(CP)金融商品一式と立証した。
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　であるならば、秋葉原支店以外に作成出来ない「BIS規制８％」クリア操作用の
預金担保債権を装った「約束手形債権」と「質権」（預金債権）を用いた他行預金
担保融資取引「秋葉原支店⇔オリックスアルファ」を立証したことになります。
　
  　ダミーウェイアウトスポーツ預金者名義で発生させた50億円「数字」の損失金
を被害者でも無い、オリックスアルファを被害者に仕立て上げ公に被害金50億円
に金利2億5000万円を付けて被害弁済する「粉飾決済」を為し、損害金として回
収不能債権を一括償却する「粉飾決算」不正会計処理を図ったのです。
（第３部『室岡塾』で証拠書面、用語解説を提示しています。）

　皆様、『天網恢恢疎にして漏らさず』悪事には時効がありますが、正義に時効は
ありません。

　皆様に「知って戴きたい」非道・残酷・残虐な『警察・検察・裁判所の闇』闇の執
行人がデッチ上げた「逮捕状」で、富士銀行事件・東海銀行事件の借受名義人にデッ
チ上げられた十数人の「29年の人生」と多くの家族・社員・友人達の人生も奪い取っ
た悲劇なのです。

　私、以外、借受名義人に仕立て上げられた方々は、今でも「債権譲渡契約書」の存
在を知りません。第２部『室岡塾』でノンバンク融資担当者が「債権譲渡契約書」の
存在を知り顔色が変わります。

　国と銀行が犯した国際金融犯罪『国家犯罪』と断罪する『国家の闇』を隠蔽するため
「生贄」にされた借受名義人・銀行のダミーにデッチ上げられた、人々に『真実』を
明らかにしていきます。

　パートⅡでは、恐ろしい『検察の闇』を立証、致します。
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